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令和４年度「拠出委託単価」について 
 

 各素材別の令和４年度拠出委託単価は、以下の通りです。（容器包装リサイクル法の第 10 条の２に基づく

市町村への拠出金制度の概要については、当協会ホームページ（当協会ＨＯＭＥ→市町村の皆様へ→市町村

への合理化拠出金制度（https://www.jcpra.or.jp/municipality/contribution/tabid/384））をご確認くだ

さい。 

 

 
令和４年度拠出委託単価（税抜） ご参考：令和３年度（税抜） 

（単位：円／㌧） （単位：円／kg） （単位：円／㌧） （単位：円／kg） 

ガラスびん 

無色 0 0 0  0 

茶色 0 0 0  0 

その他の色 0 0 0  0 

ＰＥＴボトル 400 0.4 0  0 

紙製容器包装 0 0 0  0 

プラスチック製容器包装 0 0 0  0 

 

 「拠出委託単価」は、「合理化拠出金（市町村への拠出金の見込額）」（(①－②)×1/2＝③）を、「再商品化

委託申込見込量」（④）で除して算出します。金額は全て税抜で計算しております。 

 

 

 

 

 
①想定額  

→「想定単価」（平成 29～令和元年度、３ヵ年の再商品化事業者への支払実績単価の平均値。令和２～４年度、

３ヵ年固定の予定。）に、「想定量」（市町村の毎年の申込量＝契約量。特定事業者負担分のみで、市町村が負

担している小規模事業者分は含まれません）を乗じて算出。 

②「現に要した費用」の見込額  

→市町村からの引き渡し契約量並びに令和４年４月から８月末までの再商品化実績等、毎年度の傾向値等を参考

として、素材別の「現に要した費用の見込額」を算出 

③合理化拠出金（市町村への拠出金）の見込額  

→「令和４年度合理化拠出金の見込額｣は、「想定額」から「現に要した費用の見込額」を差し引いた金額に、 

１／２を乗じることで算出 

④再商品化委託申込見込量 

→当協会が令和４年度分として特定事業者から委託を受ける見込の再商品化委託申込量の総量 

 
 
＜令和４年度拠出委託単価の算出根拠：金額は税抜＞ 

 
①想定額 

（円） 

②「現に要した

費用」の見込額 

（円） 

③＝（①－②）×1/2 
合理化拠出金 
の見込額 

（円） 

④再商品化

委託申込み

見込み量 

（トン） 

令和４年度 
拠出委託単価 

(円/トン) 

ガラスびん 

無色 495,139,850 641,176,000 0 153,400 0 

茶色 529,375,724 702,362,000 0 101,800 0 

その他の色 1,201,315,819 1,916,672,000 0 91,300 0 

ＰＥＴボトル 393,590,496 238,204,045 77,693,226 196,000 400 

紙製容器包装 17,526,809 47,232,000 0 33,715 0 

プラスチック製容器包装 34,033,617,448 37,925,786,000 0 778,700 0 

注１）市町村への合理化拠出金は、想定額よりも「現に要した費用」が下回ってはじめて拠出されます。 

注２）計算の結果、③＝（①－②）×1/2がマイナスあるいは０（ゼロ）となる場合、拠出委託単価は０（ゼロ）とな

り、合理化拠出金は生じません。 

注３）合理化拠出金の見込額、再商品化委託申込見込量、拠出委託単価は端数調整しています。 
 

（（①想定額－②「現に要した費用」の見込額）×1/2） 

 

④再商品化委託申込見込量 

拠出委託単価 ＝ 
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